
 

 

 

 

 

 

◆情報を見極める力を◆ 

校長 北島 啓行 

生徒を取り巻く環境の中で、ありとあらゆる情報が存在しています。テレビ、ラジオ、

新聞、雑誌などがこれまであったものですが、近年インターネットが普及しネットから入

る情報、また、スマートフォンや携帯電話を利用した SNS・メールなどもそれらにあたり

ます。これらの情報を正しく見極める力を身に付けさせるために、先日あるテレビで取り

上げられた話題を掲載したいと思います。 

 さて唐突ですが。ご家庭では「テレビの見方」を教えたことがありますか。様々なメデ

ィアから情報があふれる今日、これは「ご飯の食べ方」や「道の歩き方」を教えるのと同

じように、子ども達に教えなければならないことです。中でもマスメディアからの「情報

の受け取り方」は情報に踊らされないために大人にとっても必要なことです。 

 ご家庭でできることとして、テレビを見ながら子どもに次の４点を問いかけてください。

１つ目は、「実際に起きたこと？ それとも感じたこと？」です。キャスターの話す内容が

事実なのか、それともその人が感じた印象なのかを見極めたいものです。２つ目に、「他の

見方がないか」ということです。例えば、人里に熊が出たというニュースがあったとしま

す。これは違う視点から見ると、もともと熊がいた山を人間が切り開いて人が住んでいる

のだから、熊の里に人が出たとも言えます。３つ目に「何が隠れているのか」です。ニュ

ースはある事象にしかスポットが当たりませんから、その裏に隠されていることにも目を

向けることが大切です。最後に、「でもまだわからないよね」ということで、結論を即断し

ないことです。 

このように、情報化社会である現代において、メディアからの情報を正しく受け取ると

いうことは、衣・食・住に匹敵する重要事項だと思います。 

◆９月１日は防災の日です◆ 

９月１日は防災の日と呼ばれ、企業や学校、各自治体や町内会等

で避難訓練やシェイクアウト訓練が行われます。これは、1923年の

関東大震災を機に制定されたものです。本校では夏季休業明けの初

日に避難訓練を実施しました。 

災害は起こってほしくはありませんが、政府の地震調査委員会が

発表した全国地震動予測地図によると、千葉市が今後 30年間に震度６弱以上の揺れに見舞

われる確率は 85％ということです。熊本では 10％未満だったのにも関わらず、あのような

痛ましい災害に見舞われてしまいました。心の面でも物資の面でも災害に備えていなけれ

ばなりません。最初の約３日間をしのげる非常食等の準備、家族の集合場所などの確認を

この機会に備えたいところです。 
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◆スマホ・ケータイ安全教室を終えて◆ 

 ８月末に、２年生を対象に、KDDI より講師をお招きして、「スマホ・ケータイ安全教室」を実施

しました。情報ツールとして非常に便利なものですが、誤った使い方をしてトラブルになるケース

が増えているのも事実です。実際、LINE、FACEBOOK、Twitter、Instagram 等で友達関係に問

題を起こすケースが多々あります。講師の方のお話と当日の資料に下記のようなものがありました

ので、ご紹介します。 

 
家庭のルールをつくりましょう 

１８歳未満のインターネット利用について 

 

 

保護者の責務 と定められています。 

青少年が安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律 

（平成２０年法律第７９号） 

 

適切な利用方法について話し合い、ルールをつくりましょう 

 代表的なトラブル ルール例 

人間関係 いじめ、文字トラブル 

人の嫌がること、 

迷惑になることは 

しない、のせない 

依存 
長時間利用 

高額課金 

利用時間を決める。 

お金がかかるアプリやサイトの 

利用は相談して決める。 

出会い・犯罪 

性犯罪、誘拐、詐欺、脅し 
知らない人とは 

やり取りしない、会わない 

炎上、個人情報流出 
不適切な投稿をしない、 

個人情報をのせない 

 

 

利用状況の把握 利用の適切な管理 適切に活用する教育 


